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寺脇利信1・新井章吾2: 14.香川県高松市沖・女木島北端部の磯地先

はじめに

前回は，藻食性魚類の食圧によるカジメ消失現象が波及し

た四国・太平洋沿岸の土佐湾(芹津ら 2000)において，土

佐湾中央部に位置する横波半島・白の鼻地先でのムラサキウ

ニによる磯焼け事例を報告した(寺脇・新井2003)。一方，磯

焼け現象の報告がなかった瀬戸内海において，カジメ等の消

失現象までは波及していないと考えられるものの，近年，ア

マモなど海草・藻類への藻食性魚類の食圧による噛み後等が

観察され始めた(寺脇ら 2002)。今回は，それ以前に瀬戸内

海において確認された香川県高松市沖に位置する女木島地先

での，パフンウニによる磯焼け事例を報告する。女木島は，

高松市からフェリーで約20分と近く，香川県側では，おと

ぎ話・桃太郎の「鬼ヶ島」とも言われ，良く知られている島

である。

筆者らは，本シリーズについて， 4年を越えて本誌の毎号

に原稿を提出すること，そして，掲載されることに慣れてし

まい，読者からの反応について鈍感になりつつあったと反省
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している。しかし，最近「藻場の景観摸式図」のモニタリン

グとしての価値を評価する連絡や，継続して読んでいる旨の

挨拶をいただく機会が増えてきた。特に，今回，本稿の作成

を通じ，これまで知られていなかった，静穏な内海域におけ

る局所的なウニによる磯焼け，または，他の要因も加わった

局地的な藻場の衰退について，実態をタイムリーに記録し情

報発信することの重要性を再認識した。改めて，本シリーズ

について，内容の質を確保し，海草・藻類の生態研究への入

門段階の研究者に有用となるように心がけたい。

14.香川県高松市沖・女木島北端部の磯地先

現地の概要と方法

女木島は，香川県高松市沖約4kmの備讃瀬戸東部に位置し，

南北3.5km，東西lkmの細長い形で，比較的大きな島である(図

1)。女木島の地先は，備讃瀬戸の特徴である強流域で，水温

が年最低7"C(2月中旬)で最高27"C(9月中旬)，塩分が30....... 

33psuで表底層差がなく，アマモ場およびガラモ場がみられ，
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図1 香川県高松市沖・女木島北端部の磯地先の概略位置
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図2 香川県高松市・女木島北端部の磯地先における藻場の景観模式図(1990年4月)

アワビの放流が盛んに行われてきた(香川県増養殖研究会

1983)。女木島北端部に位置する磯地先は，漁師の聞では「瀬

戸」と通称されており，潮間帯から水深1mまでは岩礁，水深

3mまでは集積した諜底が海藻類の着生基質となっており，そ

れ以深では砂泥である。

1990年4月2日に，女木島北端部において.SCUBA潜水によ

り，まず，深所から浅所まで広く観察した。次に，通称「瀬

戸jとされる磯の地先において，最も安定な基質が残されて

いる尾根筋を選定し，北方向にl本の調査ラインを設定した。

水深2.5mW-浅について，景観によって3調査区に分け，ラ

イン沿いの幅1mの海藻類および固着性動物の被度を測定し

た。移動性動物については、各調査区において磯の上面の代

表的な位置で一辺25cmの方形枠を用いて，個体数を計数し

た。

結果

香川県・女木島地先での.1990年4月における，藻場の景

観模式図を図2に示した。

水深+1.4....+1. 2m:直立海藻は，アナアオサUlvapertusa 

Kjellmanが被度20払ヒトエグサAfonost oroma n i t i dum 

Wittrockが被度開で，それ以外にはほとんど見られず，固

着性動物のイワフジツボ Balanusが被度95覧，移動性の底生

動物ではパフンウニ Hemicentrotuspulcherrimus:が48個体/

m2で見られた(図3-a)。

水深+1. 2....1. 1m :直立海藻がみられず，被覆海藻の無節

サンゴモ類が被度+でわずかにみられるのみであり，イワフ

ジツボも被度50犯と減少し，パフンウニが160個体1m2に増加
した(図3-b)。

水深1.1 .... 2. 4m :直立海藻がみられず，被覆海藻の無節サ

ンゴモ類が被度 90覧へと増加し，イワノカワ属の一種

Peyssonnellia sp.が被度+でわずかにみられるのみであり，

パフンウニが80個体1m2に減少した(図3-c)。

まとめ

瀬戸内海の香川県・女木島北端部の磯地先では，潮間帯か

らパフンウニの密度が最大160個体Im2と高く，潮間帯上部

を除いて直立海藻が生育せず，無節サンゴモ類の被度が90%

に達しており，パフンウニの過剰な食圧による磯焼けであっ

た。

注目点

香川県・女木島北端部の磯地先では，パフンウニの食圧に

よる磯焼けであり，わずかに潮間帯上部にアナアオサとヒト

エグサがみられるのみであった。パフンウニは，磯(文献中

では転石)の下面に付着して生活していることが多く，分布

は集中していることが知られている(今井 1980)。島根県中

部海域の人工礁では，パフンウニは，下面の底質が砂混じり

の小石等の礁(文献中では転石)の場所で，生活空間が多く

海水流動が良好であるため利用率が高く，石の面積が大きく

なるに従って生息数が増加する(勢村 1991)。ところが，女

木島北端部の磯地先では，観察した4月には，パフンウニが

岩礁および礁の上面にみられた。加えて，女木島北端部の磯

地先のパフンウニは，満潮時の水面の上昇に合わせて，直立

海藻の生育する潮間帯に採食のために移動すると推測される。

これらの点について，パフンウニの季節的な行動の変化なの

か，地域的な特徴なのか，今回に調査からは明らかにはでき

なかった。

ムラサキウニでも，三浦半島では亀裂の閉または柔らかい

岩などに巣穴状の凹部を工作して生息し移動性が低い(今

井・児玉 1994)が，土佐湾では無節サンゴモの優占する海

底に高い密度で分布して岩礁や礁の表面を移動する様子も見

られた(寺脇・新井 2003)。北海道の磯焼け域における波動

とキタムラサキウニとホソメコンブ等海藻類の生育の関係

(桑原・川井 1998)と同様な状態が，土佐湾においてムラサ

キウニと海藻類との聞で観察され(寺脇・新井2003).女木



図3 香川県高松市 ・女木島北端部の磯地先における海底の景

観.a 水深+ 1. 4~+ 1. 2m ， b. 水深 +1 . 2~ 1. I m ， c 水深

1. 1~2 . 4m 

島においてバフンウニと海藻類との聞にも成立していること

が想起される。

女木島北端部の磯地先でのパフンウニ密度 160個体1m2は，

神奈川県初声と毘沙門の 30~ 60個体 1m2 (今井 1980)，また

島根県中部海域の人工礁での 9 ~ 26個体 1m2 より高く ， 土佐

湾・自の鼻でのムラサキウニ密度56個体1m2を超える高密度
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で，北海道南西部の磯焼け域でのキタムラサキウニ密度7個

体1m2(桑原ら 2002) と比べて，極めて高い。これらのこと
は，これらウニ3穫と海藻類との生態的な関係を比較する上

でも興味深い。

上述を含め，今後，日本の各地において，磯焼けの発生あ

るいは継続の原因となる藻食性動物の生態の解明に資するた

め，現地で、の長期モニタリングの継続，特に，海底の観察結

果を景観と して把握し記録してゆく努力が，ますます重要と

考える。
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